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阿久根市脇本海岸におけるハマグリ類の個体群の季節変化
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Abstract
　Seasonal change in populations of Meretrix spp. 
(possibly M. lamarckii) was investigated in the 
intertidal zone at Wakimoto Beach, Akune City from 
February to October 2023. They were distributed at 
middle and low intertidal areas mainly lower than the 
mean sea level throughout the year. It is thought that 
they recruit in summer in the subtidal zone and move 
to the intertidal, because juveniles smaller than 10 mm 
in shell length were sampled in September and 
October in this study.

緒言
ハマグリ類は日本の砂質干潟を代表する水産

有用種である．鹿児島県沿岸にもチョウセンハマ

グリ（Meretrix lamarckii）やハマグリ（M. lusoria）

が分布しているが，個体群に関する研究は未だ進

んでいない．両種共に日本全国で分布域や個体数

が減少しており，チョウセンハマグリは熊本県で

絶滅危惧 ⅠA類（熊本県 2019），長崎県で絶滅危

惧 ⅠB（長崎県 2022）に選定されている．ハマグ

リは長崎県など複数の県で絶滅危惧や準絶滅危惧

種に選定されるとともに，環境省より絶滅危惧 Ⅱ

類（環境省 2020）に選定されている．

阿久根市脇本海岸の潮間帯では潮干狩りが盛

んに行われているが，その際に採集されるハマグ

リ類の個体数は年々減少しており，サイズも小型

化している．現在，保全のために 2 cm以下の個

体は持ち帰らないように呼びかけが行われている

が，今後更なる取り組みが必要と考えられている．

そこで本研究は，脇本海岸の潮間帯においてハマ

グリ類の密度とサイズの季節変化を調査し，本海

岸におけるハマグリ類個体群の状況を把握するこ

とを目的とした．

調査地と方法
調査は，鹿児島県阿久根市にある脇本海岸で

行った．脇本海岸には約 3 kmにわたる砂浜があ

り，転石はほとんど見られなかった．この海岸で

は，ハマグリ類の他にオキアサリ（Macridiscus 

multiforms）やサツマアカガイ（Paphia amabilis）
などの二枚貝が見られる．調査は，2023年の 8

月を除く 2月から 10月に毎月 1回，大潮干潮時

に行った．

海岸線に垂直の方向に約 200 m間隔で調査ラ

インを 2本（北からライン 1・ライン 2）設け，

潮間帯中部から下部にかけてラインの両側に 1 m 

× 1 mの調査区画を設置した．各区画内を農業用

の熊手や鍬などを使用して深さ 5 cmまで掘り返

し，見つかったハマグリ類について種の同定，個

体数の計数，殻長・殻高・殻幅の計測を行った．

また，ライン 2の 3カ所で潮位の計測を行い，平

均潮位との比較を行った．

調査地にはチョウセンハマグリとハマグリが

分布するが，前者は後者より殻の形状が三角形に

近く，套線後端が突出するとされている（林，

1995；黒住，2021）．今回扱ったサンプルのうち，

種を同定できた個体はすべてチョウセンハマグリ

であったこと，加えて，本種は外洋性の種であり，

調査地である脇本海岸が外洋に面していることか
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ら，本研究ではチョウセンハマグリを対象として

いると考える． 

結果
ライン 2におけるハマグリ類の分布の季節変

化を図 1に示す．数字は，ラインの左右の区画で

採集されたハマグリ類個体数の合算，すなわち 2 

m2あたりの個体数である．ハマグリ類は調査を

行った範囲である平均潮位より 17 cm上から 89 

cm下まで広い範囲に生息しており，その分布範

囲に季節変化は見られなかった．2 m2あたりの

個体数の最小値は 0，最大値は 27，最頻値は 4で

あった．15個体以上採集された区画は，特に平

均潮位よりも低い範囲に多く見られた．

調査範囲内のハマグリ類の密度変化を図 2に

示した．1 m2あたりの個体数は，2月（1.61 /m2）

から 5月（3.72 /m2）の間に徐々に増加し，7月（3.94 

/m2）まではほぼ一定であった．9月には 2.28 /m2

まで減少し，10月も 2.75 /m2と低い密度であった．

図 3は，採集されたハマグリ類のサイズ組成

の変化を示している．2月から 9月まで最頻値が

右へ移動しており，この期間にハマグリ類が成長

していることが分かる．採集されたハマグリ類の

うち，最大の個体は 6月の 59.61 mm，次いで 2

月の 59.20 mmであった．このことから，脇本海

岸の潮間帯のハマグリ類の最大サイズは約 60 mm

であり，季節変化はないことが分かる．9月から

は，6月まではなかった 5 mmから 10 mmの個体

がみられるようになり，10月には 10 mmが最頻

値であった．最小である 4.82 mmの個体が採集

されたのが 10月，次いで小さい 5.63 mmの個体

が採集されたのが 9月であった．

図 1．ライン 2におけるハマグリ類の潮位に沿った分布．
数字はライン両側の区画（2 m2）で採集された個体数を
示し，個体数が多いほど濃い色で塗ってある．阿久根市
の平均海水面の潮位を実線で，その 70 cm下を点線で示
した．

図 2．調査範囲全体におけるハマグリ類の平均密度の季節
変化．グラフ中のシンボルは各調査月の平均密度，縦の
棒は SDを示す（上方向のみ）．
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考察
今回の調査結果より，潮間帯におけるハマグ

リ類の分布に季節変化はないことが分かった（図
1）．個体数については，2月から 5月の気温が上
昇する期間に増加した（図 2）．個体数が増加す
る期間にサイズ組成の大きな変化はなく（図 3），
少しずつ成長している様子が見て取れたことか

ら，この増加が新規個体の加入によるものとは考
えにくい．気温が高い時期には地表に近い場所で
過ごす個体数が多いが，気温が低い時期には 5 

cmより深い場所で過ごすようになり，気温の上
昇に伴って採集される個体が増加した可能性があ
る．
殻長については，調査を行った 2月から 10月

図 3．採集されたハマグリ類のサイズ組成と季節変化．
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の期間，毎月大きくなり続けることが分かった（図
3）．最大サイズにおいては季節変化がなかったこ
とや，採集されたハマグリ類のうち，40 mm以
上の個体は少なかったことから，40 mm程度に
成長した個体は沖合移動をはじめ，潮間帯より深
い場所で過ごすようになると考えられる．加えて，
着底後 5 mm程度の個体は 9月頃から見られるこ
とが分かったが，今回の調査方法では採集できな
かった着底直後の 3 mm以下の個体もこの時期に
潮間帯に生息していると考えられる．
今回の調査の結果とは別に，2022年の夏に発

生した赤潮の際に打ち上げられたハマグリ類の殻
長の平均は 79.94 mm，最大で 106.4 mmであった
ことが分かっている（Allena，私信）．このこと
から，赤潮の影響を受ける沖合の地点には，潮間
帯に生息する個体よりも大きな個体が生息してい
ると考えられる．チョウセンハマグリは，沖合で
殻長 55 mm以上の個体が産卵し，幼生は着底後
殻長 5 mm程度に成長する頃浅い方に移動すると
考えられている（熊田ら，2007）．このことと今
回の調査結果を踏まえると，脇本海岸では，沖合
では大きな個体が毎年産卵を行い，潮間帯では着
底した個体が成長するまでの稚貝期を過ごしてい
ると考えられる．本種は，7–8月に産卵し（茂野，
1995），9月頃から汀線付近に稚貝が出現すると
考えられており（真岡，1985；飯田ら，2006），
本研究における小型個体の出現時期も既存の研究
結果と一致している．
脇本海岸では潮干狩りが盛んに行われており，

産卵のため沖合へ移動を始める前の個体が多く採

集されている状況である．現在は沖合の個体が産
卵を行っているためハマグリ類の個体群が成り
立っているが，いずれ沖合の老齢個体が死亡した
場合，産卵できる個体が少なくなってしまうと予
想される．このことから，今後脇本海岸のハマグ
リ類の個体数の減少が更に進行する可能性がある
と考えられる．
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